
旧軍用財産を活用した

舞鶴市の地域活性化

平成29年11月24日 VOL7号 近畿財務局 舞鶴出張所

「地域のために何かできることはないやろか？」

を合言葉に活動を続けるTeamちほめん。

今回は平成29年10月17日～18日に、舞鶴市で開催した
「旧軍用財産を活用した舞鶴市の地域活性化」というイベント

の活動報告です。

このイベントは、京都府舞鶴市に所在する「旧軍用財産」の

うち、将来観光などでの活用が見込まれる財産を、舞鶴市や京
都府、商工会議所の幹部や関係機関の長など、有識者の方々に

ご覧いただくというもので、新たな観光資源の発掘を通じて、

今後の舞鶴市の地方創生・地域活性化につながれば、という思
いから開催したものです。

企画に至る経緯から当日までの模様を、簡単にご紹介させて
いただきたいと思います。

 

Teamちほめんとは近畿財務局の若手有志職員が、地域の課題解決のた
め何かお手伝いできないか、近畿2府4県各地にお邪魔し、様々な企画
を提案し、スタッフとして実行していくおせっかいな（？）団体です
（ちほめんとは地方創生企画推進メンバーという長い名前の愛称です）。
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○今回のイベントについて、その中身をご紹介する前に、開催に
至るきっかけや経緯などについて、簡単にご説明します。

（1）旧軍用財産ってなに・・・？

○まずはじめに、聞き馴染みのない「旧軍用財産」という言葉に
ついて、ご説明します。

○旧軍用財産とは、戦前、旧日本軍（陸軍や海軍）が所有してい
た土地や建物などで、戦後、財務省（※）が旧日本軍から引継いで
管理している国有財産のことを指します。

○舞鶴市など、戦前に旧日本軍の
大きな基地や港があった場所には
旧軍用財産がたくさんあります。

○旧軍用財産は戦後、財務省から
市町村や民間企業に譲与等され、
有効に活用されています。

1 開催までの経緯

○舞鶴市では、「赤れんがパーク」

や「舞鶴市引揚記念公園」など、市

内の主要な観光施設の多くが旧軍用

財産を活用したものとなっており、

旧軍用財産が舞鶴の街づくりに大き

く貢献しています。

自衛隊の護衛艦の後方に見える工場群
（旧舞鶴海軍工廠、現ジャパンマリンユナイテッド㈱）

舞鶴観光の人気スポットの赤れんがパーク
（旧舞鶴軍需部など）

○戦後70年以上が経過し、旧軍用財産のうち、170件以上が舞鶴市
などに譲与等され、活用されてきましたが、舞鶴市にはまだ利活用
されていない旧軍用財産もいくつかあります。

※当時は旧大蔵省（以下同じ）
2



2 旧軍用財産を「どう」見てもらうか？

（2）舞鶴市幹部らからの熱烈なオファー

○舞鶴市でまだ利活用されていない旧軍用財産の中には
・「防空指揮所として作られた巨大な地下壕」
・「映画『日本のいちばん長い日』のロケ地となった
火薬庫跡やその周辺の遺構」

・「舞鶴湾に浮かぶ、上陸禁止の無人島」
など、観光資源となる可能性を秘めているものが、いくつもあり
ます。

○このことを舞鶴市の幹部にお話ししたところ「ぜひとも一度視
察してみたい！」との強い要望が寄せられました。同様の声は京
都府や、地元商工会議所の幹部からも聞かれました。

○こうした声をきっかけに、観光資源の発掘を
通じて、地域活性化につながるかもしれないと
の思いから、上記3件の旧軍用財産について、

視察会を 視察会を実施しようという企画を立ち上げました。

○こうして、旧軍用財産の視察会に向け、企画内容を検討す
るうち、旧軍用財産を「どう」見てもらうか、という点で問
題にぶつかりました。

見ていただく旧軍用財産は、下記3か所としました。
① 東山特設防空指揮所
→「防空指揮所として作られた巨大な地下壕」

② 旧海軍第三火薬廠跡
→「映画のロケ地となった火薬庫跡やその周辺の遺構」

③ 戸島・蛇島
→「舞鶴湾に浮かぶ、上陸禁止の無人島」

○しかしながら、改めて現地を確認したところ、いずれも
そのままではただの「洞窟」や「草むら」と化していました。
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（1）そのままではダメ！

https://www.silhouette-ac.com/detail.html?id=120887&ct=1&n=&sw=%e5%ba%a7%e3%82%8b%e4%ba%ba%e3%80%80%e7%94%b7%e6%80%a7
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○視察会を行うにあたって、「どう見てもらうか」を意識しなけ
れば、効果は薄くなってしまうのではないか・・・
と危機感を抱きました。

○そこで、旧軍用財産の見取り図や

歴史的背景がわかる資料を作ること

にしました。さらに、当日は資料だ

けでなく、パネル展示や口頭説明を

付け加えて、より臨場感が得られる

よう、工夫することにしました。

○さらに、安全対策にも留意しました。
地下壕も火薬庫跡も電気が全くない箇所で、太陽の光も届かない
ため、足元が非常に不安でした。さらに地下壕は急斜面に位置し
ており、そこへ至る道も険しいなど、不安がいっぱいでした。

○これらについては、照明器具を
購入したり、手すりを設置したり
して安全対策を施しました。

○併せて、対象がより見やすくな
るよう、でこぼこ道の整地や、草
刈りなどを行いました。

○また、無人島へ向かう船につい
ても 、ても、どうしようか困っていたと

ころ、関係機関の協力を得ること
が ができました。

○以上のとおり、旧軍用財産の見せ方について、たくさんの検討
事項がありましたが、検討に検討を重ねるとともに、多くの方に
ご協力をいただき、無事視察会当日を迎えられました。

作成したパネル資料を掲示する当局職員

（2）視察会に向けて、検討に検討を重ね・・・

草刈りをする前のようす
奥にある建物が全く見えない

手すり設置後のようす
地下壕は急斜面の下に
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（参考）当日配布した資料から歴史的背景の部分を抜粋・・・
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←東山特設防空指揮所等
の歴史について、戦前か
ら戦後への年表と、その
時々のトピックについて
説明しています。

○左下の地図は、実際に
見ていただいた地下壕内
部の見取り図です。

→旧海軍第三火薬廠跡の
歴史について、戦前から
戦後への年表と、その
時々のトピックについて
説明しています。

○右下の地図は、実際に
見ていただいた火薬庫周
辺の地図です。



3 旧軍用財産視察会当日の模様

○当日は8機関（合計58人）が参加し、大盛況でした。

○当日の模様をそれぞれの旧軍用財産ごとにご紹介します。

●実際に地下壕に入ってもら
う前に、旧軍用財産の沿革な
どについて参加者の方に向け、
現地説明を実施しました。

●地下壕入り口付近
並みの懐中電灯では太刀打ち
できない暗さです。

●地下壕内部
中の空気は湿り気を帯びて、外よりも一段ひんやりとしており、神秘的な雰囲気も感じられました。

●内部はテニスコート2面分がすっ
ぽり入る広さで、2階建てのビルが
まるごと入るほどの高さがあります。

① 東山特設防空指揮所

「防空指揮所として作られた巨大な地下壕」
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② 旧海軍第三火薬廠

「映画『日本のいちばん長い日』のロケ地となった火薬庫跡やその周辺の遺構」

↑非常に重厚な鉄の扉・・・のように見えま
すが、実は映画撮影用の木製レプリカです。

●旧海軍第三火薬廠 覆土式火薬庫跡
「覆土式」とは火薬庫の作り方の一
つで、70年もたった覆土式火薬庫が
このような形で現存するのはとても
珍しいそうです。

●覆土式火薬庫跡内部
奥行き50m以上あります。

●旧海軍第三火薬廠 周辺の遺構
山道を歩いていると唐突に姿を現す
遺構には、舞鶴の自然と相まって、
独特の美しさが秘められています。
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③ 戸島・蛇島

「舞鶴湾に浮かぶ、上陸禁止の無人島」

●戸島 舞鶴湾内で最大の島

●乗船前に戸島・蛇島の概要などを説明

●蛇島を東西に貫くトンネル
今回上陸するまで、誰もこのトンネルの存在は把握していませんでし
た。新たな観光資源となりうる遺構で、素晴らしいサプライズとなり
ました。内側がレンガ造りのものもあり、歴史を感じました。
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●蛇島 面積は戸島の１４分の１しかない



4 最後に

○今回も地域で抱える課題解決の一助になればとの思いから、
ニーズを把握し、当局の得意分野である国有財産を活用する
形で、関係するみなさまのご協力を得て、旧軍用財産の視察
会を開催することができました。

○お越しいただいたみなさまが旧軍用財産を
見ながら、「身近な場所にこんなところが
あったのか！」と笑顔をこぼされる姿や、
これからの活用法についてお話しされてい
る姿を見ると今回の取り組みが少しでも地
域のためになったのかな、と胸をなでおろ
したところです。

○ご紹介した財産のうち、東山特設防空指揮所は旧軍港市日
本遺産WEEKというイベントで一般の方向けにも開放（先着30

名）し、好評を博しました。

○息の長い取組みである地方創生においては、今回の舞鶴市
における旧軍用財産の活用による地域活性化もスタートを
きった段階に過ぎません。

○今回の企画での内容・発見をきっかけに、より一層地方創
生に向け邁進していきたいと考えています。そしてそのため
に、当局として引き続き、次のステップでの支援企画の検討
に取組んでいきたいと思います。

今回の企画でお世話になった方々、本当にありがとうございました。
舞鶴市
京都府中丹広域振興局
舞鶴商工会議所
近畿地方整備局 舞鶴港湾事務所
日本政策金融公庫 舞鶴支店
舞鶴警察署
海上自衛隊舞鶴地方総監部
旧軍用財産視察会にご参加いただいた皆さま

チーム 舞鶴ちほめん一同.
菊谷、徳田、山田、島本、藤原、岩本、神谷
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舞鶴市 山口 副市長


